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東海大学に対する訴えの提起

12月定例会で可決
こ
れ
ま
で
の
経
緯

□
契
約
書
は
、
契
約
締
結
か

ら
10
年
以
内
に
病
院
の
建

て
替
え
と
高
度
診
断
セ
ン

タ
ー
を
建
設
で
き
な
い
場

合
、
違
約
金
を
支
払
う
特

約
条
項
付

□
契
約
期
間
内
に
契
約
内
容

は
履
行
さ
れ
な
か
っ
た

□
契
約
書
の
「
及
び
」
の
解

釈
が
町
と
大
学
で
異
な
り
、

違
約
金
は
支
払
わ
れ
な
か

っ
た

□
大
学
提
訴
の
議
案
を
９
月

定
例
会
で
議
会
に
提
案

問　

病
院
の
撤
退
や
縮
小
は

な
い
と
断
定
で
き
る
確
証

は
感
じ
ら
れ
な
い
。
９
月

以
降
大
学
に
確
認
し
た
か
。

答　

議
案
提
案
後
に
接
触
は

し
て
い
な
い
。

問　

期
限
の
延
長
を
法
的
に

し
て
は
い
け
な
い
と
い
う

規
定
は
あ
る
の
か
。

答　

双
方
の
協
議
が
整
え
ば

延
長
は
可
能
で
あ
る
。

反
　
対

【
鈴
木
京
子
議
員
】

　

違
約
金
を
求
め
る
か
わ
り

に
失
う
も
の
は
な
い
か
議
会

は
よ
く
考
え
判
断
す
る
必
要

が
あ
る
。
２
つ
目
の
期
限
ま

で
は
１
年
３
カ
月
あ
る
。
町

民
の
利
益
を
考
え
、
話
し
合

い
の
継
続
を
求
め
る
。

【
柴
崎　

茂
議
員
】

　

違
約
金
４
９
０
０
万
円
ば

か
り
で
提
訴
し
病
院
が
出
て

い
く
こ
と
に
な
れ
ば
議
会
が

責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
し
、
町
民
の
負
担
は
増

え
る
。
町
民
の
福
祉
の
向
上

を
考
え
反
対
す
る
。

【
山
田
喜
一
議
員
】

　

町
と
大
学
の
協
力
関
係
を

つ
く
り
、
助
け
合
い
な
が
ら

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
町
の
考
え
で
筋
だ
け

を
通
す
の
は
非
常
に
よ
く
な

い
。
双
方
で
話
し
合
い
、
解

決
を
目
指
す
べ
き
。

賛
　
成

【
高
橋
英
俊
議
員
】

　

契
約
書
は
信
義
則
に
基
づ

い
て
交
わ
さ
れ
る
も
の
で
な

く
て
は
い
け
な
い
。
現
時
点

で
契
約
は
履
行
さ
れ
ず
、
既

に
町
民
は
不
利
益
を
こ
う
む

っ
て
い
る
の
で
違
約
金
は
支

払
っ
て
い
た
だ
く
。

【
渡
辺
順
子
議
員
】

　

賛
成
す
る
な
ら
裁
判
に
勝

つ
見
込
み
が
な
け
れ
ば
い
け

な
い
が
、
議
会
で
「
及
び
」

の
言
葉
は
議
論
さ
れ
て
い
な

い
。
急
い
で
裁
判
を
す
る
の

で
は
な
く
、
大
学
と
粘
り
強

く
交
渉
を
続
け
る
べ
き
。

【
鈴
木
た
ま
よ
議
員
】

　

「
及
び
」
の
解
釈
か
ら
勝

訴
す
る
可
能
性
は
非
常
に
厳

し
い
。
い
ま
一
度
弁
護
士
、

有
識
者
の
方
と
内
容
を
精
査

す
る
べ
き
。
ま
た
、
大
学
と

の
関
係
悪
化
の
懸
念
も
あ
り
、

辛
抱
強
く
交
渉
す
べ
き
。

【
二
宮
加
寿
子
議
員
】

　

こ
の
ま
ま
決
着
が
つ
か
ず

に
ず
る
ず
る
と
い
く
よ
り
、

弁
護
士
を
通
じ
て
や
っ
て
も

ら
っ
た
ほ
う
が
す
っ
き
り
す

る
。

問　

病
院
と
町
の
関
係
悪
化

は
な
い
と
断
言
で
き
る
か
。

答　

ま
ず
は
契
約
書
の
協
議

を
進
め
て
い
る
。
学
長
か

ら
は
、
病
院
の
継
続
は
社

会
的
責
任
と
言
わ
れ
て
い

る
。
関
係
が
ど
う
な
る
か

は
断
言
で
き
な
い
。

問　

熟
慮
を
尽
く
し
お
互
い

に
話
を
進
め
て
き
た
が
、

こ
れ
以
上
は
難
し
い
状
況

に
来
た
と
い
う
こ
と
か
。

答　

精
一
杯
協
議
は
行
っ
て

き
た
が
、
こ
の
よ
う
な
結

果
と
な
り
、
訴
え
の
議
案

を
提
案
し
た
。

　

９
月
定
例
会
で
総
務
建
設
常
任
委
員
会
の
閉
会
中
の
継
続
審
査

と
な
っ
た
、
東
海
大
学
に
対
し
４
９
０
０
万
円
の
違
約
金
の
支
払

い
を
求
め
る
議
案
第
52
号
「
訴
え
の
提
起
」
は
、
12
月
定
例
会
初

日
に
委
員
長
よ
り
審
査
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
可
否
同
数
で
委
員
長
採
決
に
よ
り
可
決
、
本
会
議

に
お
い
て
は
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

12
月
定
例
会
は
12
月
18
日
か
ら
12
月
27
日
ま
で
の
10
日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　

本
会
議
初
日
は
、
９
月
定
例
会
で
継
続
審
査
と
な
っ
た
訴
え
の
提
起
、
下
水
道
使
用
料
条
例
の
一

部
改
正
を
含
む
条
例
改
正
５
件
、
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
３
件
、
平
成
30
年
度
補
正
予
算
の
14
議
案

を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
、
捕
獲
さ
れ
た
イ
ノ
シ
シ
の
有
効
活
用
を
神
奈
川
県

に
求
め
る
意
見
書
を
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

討
　
　
論

これまでの詳細は、
議会だより第193号 
の11ページをご覧
ください。

委
員
会
で
の
質
疑
（
10
月
24
日
）
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下
水
道
使
用
料
を
平
均
９
％
引
き
上
げ

　

公
共
下
水
道
の
汚
水
処
理
に
関
す
る
経
費
は
、
公
共
下
水
道
使
用
料
収
入
で

賄
う
こ
と
が
原
則
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
状
で
は
全
て
を
賄
う
こ
と
が
で
き

ず
、
不
足
分
を
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
で
補
て
ん
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
抑
制
す
る
た
め
、
下
水
道
運
営
審
議
会
か
ら
の

答
申
を
受
け
、
一
般
汚
水
の
基
本
料
金
及
び
超
過
料
金
に
つ
い
て
平
均
９
％
の

引
き
上
げ
を
行
う
も
の
で
す
。

　

施
行
日
は
２
０
１
９
年
４
月
１
日
か
ら
。

問　

今
ま
で
の
改
定
方
法
と

の
違
い
は
あ
る
か
。

答　

過
去
４
回
の
改
定
で
は
、

水
量
区
分
ご
と
に
一
定
の

改
定
率
を
掛
け
て
い
た
が
、

使
用
水
量
50
㎥
未
満
の
方

が
全
体
の
８
割
弱
の
た
め
、

使
用
水
量
が
少
な
い
方
へ

の
影
響
を
考
慮
し
た
改
定

率
を
設
け
た
。

問　

こ
の
改
定
に
よ
り
、
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を

ど
の
く
ら
い
減
ら
す
こ
と

が
で
き
る
か
。

答　

約
２
６
０
０
万
円
、
５
．

７
％
の
繰
入
金
が
削
減
で

き
る
。

問　

下
水
道
事
業
を
独
立
採

算
性
に
す
る
に
は
ど
の
く

ら
い
料
金
を
上
げ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
。

答　

使
用
量
40
㎥
の
場
合
で

７
７
２
５
円
い
た
だ
く
必

要
が
あ
る
。

問　

３
年
ご
と
に
上
げ
な
け

れ
ば
独
立
採
算
性
は
成
り

立
た
な
い
の
か
。

答　

２
０
２
５
年
を
目
標
に

公
共
下
水
道
の
整
備
を
進

め
て
い
る
。
今
回
の
改
定

も
含
め
９
％
程
度
の
改
定

を
３
回
し
な
け
れ
ば
経
費

回
収
率
が
１
０
０
％
近
く

に
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。

問　

高
低
差
が
大
き
い
な
ど

地
形
的
に
接
続
で
き
な
い

場
合
も
あ
る
。
料
金
改
定

だ
け
で
な
く
、
整
備
計
画

を
ど
う
す
る
か
を
示
す
時

期
に
き
て
い
る
と
思
う
が
。

答　

地
形
的
な
問
題
な
ど
い

ろ
い
ろ
あ
る
が
、
河
川
や

海
の
水
質
保
全
確
保
の
た

め
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
接
続
を
お
願
い
し

た
い
。
工
事
に
あ
た
っ
て

は
極
力
コ
ス
ト
を
削
減
で

き
る
よ
う
工
夫
し
な
が
ら

整
備
し
て
い
き
た
い
。

問　

生
活
困
難
な
世
帯
に
対

し
て
、
基
本
料
金
を
据
え

置
く
と
い
う
考
え
は
な
か

っ
た
か
。

答　

今
回
は
水
量
区
分
ご
と

に
累
進
性
を
採
用
し
て
い

る
。
下
水
道
運
営
審
議
会

の
皆
さ
ん
の
理
解
を
い
た

だ
い
た
中
で
基
本
料
金
も

改
定
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

条例改正後に適用される
２カ月当たりの公共下水道使用料金表（消費税抜き）

使用料区分 水量区分 金額 引上げ額 改定率

一
般
汚
水

基本料金
円 円 円 ％

16㎥まで 1,790 138 8.35

超過料金
(1㎥当たり)

16㎥を超え40㎥まで 129 10 8.40

40㎥を超え60㎥まで 139 11 8.59

60㎥を超え80㎥まで 158 13 8.96

80㎥を超え100㎥まで 175 15 9.37

100㎥を超え200㎥まで 191 16 9.14

200㎥を超え1,000㎥まで 218 19 9.54

1,000㎥を超え2,000㎥まで 243 21 9.45

2,000㎥を超える分 270 24 9.75 

公衆浴場汚水 1㎥につき 6 ― ―

一般家庭の標準的な排出量　２カ月当たり40㎥の場合・・・

現行料金　　４,５０８円（税抜）

改正料金　　４,８８６円（税抜）
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町税条例等の一部を改正

問　

法
人
町
民
税
法
人
税
割

の
税
率
引
き
下
げ
に
よ
る

影
響
額
は
。

答　

３
段
階
の
各
段
階
で
３
．

７
ポ
イ
ン
ト
引
き
下
げ
ら

　

地
方
税
法
の
規
定
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
個
人
町
民
税

に
お
け
る
控
除
対
象
配
偶
者
の
定
義
の
変
更
、
法
人
町
民
税
に
お

け
る
税
率
の
引
き
下
げ
、
固
定
資
産
税
に
お
け
る
わ
が
ま
ち
特
例

の
見
直
し
等
、
軽
自
動
車
税
に
お
い
て
創
設
さ
れ
た
環
境
性
能

割
・
種
別
割
に
関
し
、
規
定
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

（１）町民税
　〇個人町民税均等割の非課税に関する規定の改正（施行日は2019年１月１日）
　　控除対象配偶者の名称を「同一生計配偶者」に改める。
　〇法人町民税法人税割の税率の改正（施行日は2019年10月１日）
　　法人町民税法人税割の税率を3.7ポイント引き下げ。

法人町民税法人税割の税率

法人の区分
（資本金の額又は出資金の額等） 現行 改正後 差

１億円未満 9.7% 6.0%

▲3.7１億円以上10億円未満 10.9% 7.2%

10億円以上 12.1% 8.4%

（２）固定資産税
　〇償却資産のわがまち特例の見直し等（施行日は公布の日）

（３）軽自動車税
　〇軽自動車税に係る環境性能割及び種別割の規定の改正（施行日は2019年10月１日）

軽自動車税に係る環境性能割の税率

区分 税率
（自家用車）

電気自動車等
非課税

Ｈ32燃費基準＋10％達成かつ平成17年排出ガス基準75%低減達成車

Ｈ32燃費基準達成かつ平成17年排出ガス基準75%低減達成車 1.0%

上記以外 2.0%

れ
、
平
成
29
年
度
ベ
ー
ス

で
お
お
む
ね
３
千
万
円
減

収
と
な
る
見
込
み
。

問　

わ
が
ま
ち
特
例
の
対
象

と
な
る
町
内
の
施
設
は
。

答　

汚
水
・
廃
液
処
理
施　

設
に
お
い
て
、
日
本
端
子
、

美
化
セ
ン
タ
ー
、
東
海
大

学
付
属
大
磯
病
院
、
小
田

原
厚
木
道
路
大
磯
パ
ー
キ

ン
グ
エ
リ
ア
休
憩
施
設
の

４
施
設
で
あ
る
。

問　

新
た
に
創
設
さ
れ
る
環

境
性
能
割
と
は
。
軽
自
動

車
税
と
の
関
係
は
。

答　

こ
れ
ま
で
の
自
動
車
取

得
税
が
環
境
性
能
割
に
な

る
。
税
率
は
変
わ
ら
ず
２

パ
ー
セ
ン
ト
で
、
県
が
徴

収
し
て
町
に
交
付
さ
れ
る
。

町
が
徴
収
す
る
軽
自
動
車

税
は
名
称
が
種
別
割
に
か

わ
る
。

問　

環
境
性
能
割
は
軽
自
動

車
の
中
古
車
に
も
適
用
さ

れ
る
の
か
。

答　

50
万
円
以
上
の
中
古
車

を
買
っ
た
場
合
は
、
環
境

性
能
割
に
応
じ
た
税
率
に

よ
り
賦
課
さ
れ
る
。

汚水・廃液処理施設　　　　　　
特定再生可能エネルギー発電設備

見直し
特定有害物質排出抑制施設

廃　止

引き下げ相当分は
国税化され、地方
交付税として市町
村に分配される。
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問　

支
給
済
の
12
月
期
末
・

勤
勉
手
当
と
の
関
係
は
。

答　

改
正
後
に
、
新
た
に
計

算
し
差
額
を
支
給
す
る
。

問　

こ
の
改
正
で
必
要
と
な

る
総
額
は
い
く
ら
か
。

答　

一
般
会
計
で
は
、
給
与

で
約
２
８
５
万
円
、
期
末

手
当
で
約
６
９
６
万
９
千

円
、
合
計
９
８
１
万
９
千

円
ほ
ど
で
あ
る
。

問　

今
ま
で
遡
及
し
て
こ
な

か
っ
た
が
、
今
回
遡
及
す

る
こ
と
に
し
た
理
由
は
。

答　

職
員
の
働
き
方
改
革
の

中
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

や
、
給
与
水
準
が
低
い
こ

と
の
人
材
育
成
や
人
材
確

保
へ
の
影
響
も
踏
ま
え
、

今
回
は
遡
及
し
て
適
用
す

る
こ
と
と
し
た
。

問　

大
磯
町
の
給
与
水
準
は

県
下
で
下
か
ら
２
番
目
と

の
こ
と
だ
っ
た
。
改
正
後

は
ど
の
く
ら
い
に
な
る
か
。

答　

国
家
公
務
員
の
給
与
を

１
０
０
％
と
し
て
比
較
さ

れ
、
改
正
後
は
98
％
く
ら

い
を
見
込
ん
で
い
る
が
、

来
年
４
月
に
公
表
さ
れ
る

た
め
順
位
は
わ
か
ら
な
い
。

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
を
一
部
改
正

　

人
事
院
勧
告
等
に
基
づ
き
、
給
与
月
額
の
引
き
上
げ
、
期
末
・
勤
勉
手
当
の
支
給
月
数
を
見

直
す
た
め
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
、
幼
稚
園
の
教
育
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
、
一

般
職
の
任
期
付
き
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て
改
正
す
る
も
の
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
　

竹た
け

内う
ち　
　

清き
よ
し 

氏
（
70
歳
・
生
沢
）

　

曽そ

根ね　

伸の
ぶ

子こ 

氏
（
68
歳
・
大
磯
）
　

永え
い

樂ら
く　

和か
ず

子こ 

氏
（
67
歳
・
高
麗
）

給与月額の引き上げ（平成30年４月１日から遡及して適用）
　○一般職・幼稚園教諭
　　・初任給を1,500円引き上げ、若年層も1,000円程度の引き上げ
　　・その他の職員は400円の引き上げを基本とする
　○特定任期付職員
　　・各号級について1,000円の引き上げを行う

特定任期付職員の支給月数
６月 12月 合計

30年度 期末手当 1.65月 1.7月 3.35月
31年度以降 期末手当 1.675月 1.675月 3.35月

期末・勤勉手当の引き上げ
（平成30年度分は12月支給分から遡及して適用

平成31年度以降分は平成31年４月１日から適用）

一般職職員の支給月数
６月 12月 計

30年度
期末手当 1.225月 1.375月 2.60月
勤勉手当 0.90月 0.95月 1.85月

31年度以降
期末手当 1.30月 1.30月 2.60月
勤勉手当 0.925月 0.925月 1.85月

再任用職員の支給月数
６月 12月 計

30年度
期末手当 0.650月 0.800月 1.450月
勤勉手当 0.425月 0.475月 0.90月

31年度以降
期末手当 0.725月 0.725月 1.450月
勤勉手当 0.45月 0.45月 0.90月

30年12月の支給月数を0.05月引き上げ
31年以降の支給割合を改定

30年12月の勤勉手当の支
給月数を0.05月引き上げ

31年以降の６月及び12月
の期末・勤勉手当の支給割
合を改定

30年12月の勤勉手当の支
給月数を0.05月引き上げ

31年以降の６月及び12月
の期末・勤勉手当の支給割
合を改定
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補正予算を可決
　一般会計補正予算は、歳入歳出予算の総額に2,524万6,000円を追加し、予算の総額は96億3,201万
9,000円となりました。
　審議では、さまざまな事業に対する質疑が、活発に行われました。

大
磯
幼
稚
園
に
エ
ア
コ
ン
設
置　

２
６
７
１
万
円

小
学
校
修
繕
料　

１
０
０
万
円

　

昨
年
の
夏
の
暑
さ
に
よ
り
、
愛
知
県
で
小
学
生
が
熱
中
症
に
よ

り
死
亡
し
た
事
故
を
踏
ま
え
、
国
が
第
1
次
補
正
予
算
で
決
定
し

た
学
校
施
設
の
空
調
設
備
整
備
に
対
す
る
交
付
金
を
活
用
し
、
大

磯
幼
稚
園
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
町
立
の
幼
稚
園
・
保
育
園
す
べ
て
に
エ
ア
コ

ン
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

大
磯
小
学
校
給
食
室
の
雨
漏
り
修
繕
、
国
府
小
学
校
防
火
シ

ャ
ッ
タ
ー
自
動
閉
鎖
装
置
の
交
換
と
大
磯
小
学
校
防
火
シ
ャ
ッ

タ
ー
の
修
繕
料
に
不
足
が
生
じ
た
た
め
の
も
の
で
す
。

問　

大
磯
幼
稚
園
の
エ
ア
コ

ン
設
置
に
対
す
る
国
か
ら

の
補
助
金
は
い
く
ら
か
。

答　

５
９
４
万
９
０
０
０
円

で
あ
る
。

問　

他
の
学
校
・
幼
稚
園
・

保
育
園
の
エ
ア
コ
ン
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

答　

国
府
保
育
園
、
た
か
と

り
幼
稚
園
に
は
設
置
し
て

あ
る
。
小
中
学
校
は
平
成

30
年
度
当
初
予
算
で
進
め

て
い
る
。

問　

幼
稚
園
の
エ
ア
コ
ン
設

置
に
対
す
る
補
助
金
と
、

当
初
予
算
で
の
小
中
学
校

の
エ
ア
コ
ン
設
置
の
た
め

の
債
務
負
担
行
為
と
の
関

係
は
ど
う
か
。

答　

小
中
学
校
の
空
調
設
備

は
10
年
１
２
０
カ
月
の
リ

ー
ス
扱
い
に
し
た
。
リ
ー

ス
物
件
は
補
助
の
対
象
外

で
、
今
回
の
補
助
金
も
同

様
と
聞
い
て
い
る
。

問　

小
中
学
校
に
は
こ
の
補

助
金
は
使
わ
な
い
の
か
。

答　

買
い
取
り
だ
と
４
校
で

４
億
円
以
上
か
か
り
、
一

時
的
に
費
用
が
発
生
し
財

政
に
影
響
が
で
る
た
め
、

予
定
通
り
リ
ー
ス
で
進
め

る
。

問　

リ
ー
ス
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

答　

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
修
繕

料
が
か
か
ら
な
い
。

問　

雨
漏
り
も
防
火
シ
ャ
ッ

タ
ー
も
こ
れ
ま
で
直
さ
な

く
て
大
丈
夫
だ
っ
た
の
か
。

答　

緊
急
な
ら
予
備
費
な
ど

で
対
応
す
る
が
、
調
理
場

で
は
な
く
、
給
食
室
内
の

ク
ラ
ッ
ク
の
補
修
と
屋
上

の
シ
ー
リ
ン
グ
工
事
で
あ

る
。

　
　

防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
は
両

小
学
校
で
不
具
合
が
発
見

さ
れ
た
た
め
、
補
正
対
応

と
し
た
。

現在は扇風機が設置されている
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今
年
度
建
て
替
え
を
予
定
し
て
い
た
茶
屋
町
公
民
館
の
工
事

請
負
の
入
札
が
不
調
に
終
わ
り
、
今
年
度
の
事
業
を
見
送
る
た

め
減
額
す
る
も
の
で
す
。

問　

建
て
替
え
が
で
き
な
い

理
由
は
な
に
か
。

答　

６
月
に
行
っ
た
入
札
が

不
調
だ
っ
た
た
め
、
仕
様

を
見
直
し
８
月
に
２
回
目

の
入
札
を
行
っ
た
が
、
金

額
が
折
り
合
わ
ず
再
度
不

調
だ
っ
た
。
内
容
を
精
査

　

人
事
異
動
等
に
伴
い
、
職

員
給
与
が
減
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
財
政
調
整
基
金
へ
積
み

立
て
る
。

　

後
期
高
齢
者
対
象
の
健
康

診
断
に
つ
い
て
、
健
診
の
対

象
者
要
件
の
撤
廃
及
び
受
診

期
間
の
延
長
を
し
た
と
こ
ろ
、

受
診
者
が
当
初
見
込
み
よ
り

多
く
な
っ
た
た
め
健
診
の
委

託
料
を
増
額
す
る
。

し
た
が
今
年
度
は
時
間
不

足
の
た
め
工
事
を
見
送
り

た
い
。

問　

繰
越
明
許
費
、
２
１
６

　

万
円
の
内
容
は
。

答　

次
年
度
に
向
け
て
の
書

類
作
成
な
ど
を
含
め
た
監

理
委
託
料
分
で
あ
る
。

地
域
会
館
整
備
見
送
り

３
５
６
０
万
円
　
減

財
政
調
整
基
金
へ

７
６
２
２
万
円

後
期
高
齢
者
健
康
診
断

１
０
０
７
万
円

平成30年度一般会計補正予算の主な内容
歳　入

大磯幼稚園空調設置補助金 595万円

大磯幼稚園空調設置地方債 1,100万円

歳　出

幼稚園施設整備事業 2,671万円

後期高齢者健診委託料 1,007万円

財政調整基金積立金 7,622万円

地域会館整備事業 △3,560万円

平成30年度各会計補正予算
会計別 歳入歳出予算

一般会計 96億3,202万円
(2,525万円を追加)

国民健康保険事業特別会計 38億2,708万円
(520万円を減額)

後期高齢者医療特別会計 10億　699万円
(726万円を追加)

介護保険事業特別会計 32億3,972万円
(597万円を減額)

下水道事業特別会計 20億　231万円
(617万円を減額)

繰越明許費

地域会館整備事業 上限額　　216万円

幼稚園施設整備事業 上限額　2,671万円

金額は、１万円未満を四捨五入
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　３月定例会は　２月１４日（木）からです。

３月定例会の日程は、16ページをご覧ください。　

議案に対する各議員の賛否結果一覧表
議
案
番
号

議員名（議席順）　

　議　　　案

竹
内
恵
美
子

清
田　
文
雄

吉
川　
重
雄

三
澤　
龍
夫

片
野　
哲
生

高
橋　
英
俊

奥
津　
勝
子

二
宮
加
寿
子

山
田　
喜
一

鈴
木
た
ま
よ

鈴
木　
京
子

渡
辺　
順
子

柴
崎　
　
茂

関　
　
威
國

結　
　
　
果

52 訴えの提起について ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ― 可決

64 大磯町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ― 可決

65 大磯町立幼稚園の教育職員の給与に関する条例の一部を
改正する条例 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ― 可決

66 大磯町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部
を改正する条例 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ― 可決

67 大磯町町税条例等の一部を改正する条例 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ― 可決

68 大磯町公共下水道使用料条例の一部を改正する条例 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ― 可決

諮問２ 人権擁護委員の候補者を推薦することについて ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ― 異議ない
旨答申

諮問３ 人権擁護委員の候補者を推薦することについて ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ― 異議ない
旨答申

諮問４ 人権擁護委員の候補者を推薦することについて ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ― 異議ない
旨答申

69 平成30年度大磯町一般会計補正予算（第３号） ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ― 可決

70 平成30年度大磯町国民健康保険事業特別会計補正予算
（第２号） ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ― 可決

71 平成30年度大磯町後期高齢者医療特別会計補正予算
（第２号） ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ― 可決

72 平成30年度大磯町介護保険事業特別会計補正予算
（第２号） ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ― 可決

73 平成30年度大磯町下水道事業特別会計補正予算
（第２号） ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ― 可決

意見書案
第１号

捕獲されたイノシシの有効活用を神奈川県に求める意見
書 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決

　○は賛成　　●は反対　　欠は欠席　　―は議長が賛否に加わっていない

議会事務局で手続き
後、議場の傍聴席で審
議の様子を直接ご覧に
なれます。

役場４階議場で
正面玄関を入ってすぐ
右手。モニターで生中
継がご覧になれます。

役場１階ロビーで
ご自宅のテレビ（SCN
１０１チャンネル）で
ライブ中継と録画中継
がご覧になれます。

ご自宅のテレビで
過去の会議録は、町議
会ホームページや図書
館でご覧になれます。

会議録の閲覧

傍本 聴会 案議 内
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みなさんの陳情はこうなりました
番号 件　名 提出者 要　旨 付託

委員会 委員会の意見・結果

第
５
号

臓器移植の環境整備を求
める意見書の採択を求め
る陳情書

移植ツーリズムを考える
会
神奈川県担当  根本  敬夫

臓器移植を国民にとって安全
で身近なものとして定着させ
るため、国に臓器移植の環境
整備を求める意見書の提出を
求めるもの。

― 机上配布

第
６
号

安全・安心の医療・介護の
実現と夜勤交替制労働の
改善を求める陳情

神奈川県医療労働組合連
合会
執行委員長　古岡　孝広

医療・介護提供の体制改善の
ため、国に医療・介護従事者
増員、夜勤労働環境改善等の
意見書の提出を求めるもの。

― 机上配布

第
７
号

「介護労働者の労働環境
及び処遇の改善」のために
国に対し意見書の提出を
求める陳情

神奈川県医療労働組合連
合会
執行委員長　古岡　孝広

介護現場で働く労働者の処遇
改善は国の責任で行うべき。
よって、国に介護労働者の処
遇改善等を求める意見書の提
出を求めるもの。

福祉
文教

町にある町指定の施設については
職員の確保に苦労しているようで
はあるが、町内事業者からは介護
職員の労働環境や処遇改善に関す
る相談はない。

趣旨採択
（採択２、趣旨採択３）

第
８
号

国に私学助成の拡充を求
める意見書の提出を求め
る陳情

神奈川私学助成をすすめ
る会

代表　長谷川　正利

私学に通う生徒・保護者の負
担軽減のため、私学助成を増
額するよう、国に意見書提出
を求めるもの。

― 机上配布

第
９
号

神奈川県に私学助成の拡
充を求める意見書の提出
を求める陳情

神奈川私学助成をすすめ
る会

代表　長谷川　正利

県の私学への生徒一人あたり
の経常費補助は全国最下位水
準であるため、助成を拡充す
るよう、県に意見書提出を求
めるもの。

福祉
文教

平成30年に私立高校の授業料無
償化が進み、神奈川県は補助金を
出すこととした。また入学金への
補助や緊急支援の助成など、県も
努力をしている。

趣旨採択
（採択２、趣旨採択３）

第
10
号

農業分野からの大磯町活
性化に関する陳情 鈴木　洋有

新たな特産品開発を促進・支
援し、GAP認証導入に向けた
支 援 を 町 に 求 め る も の 。 ま
た、レンダリング事業者と連
携し、捕獲されたイノシシを
ペットフード化等により有効
活用を進めるよう、県に意見
書提出を求めるもの。

総務
建設

特産品の開発やGAP認証導入の支
援は町の活性化につながる。また
捕獲したイノシシの有効活用は神
奈川県西部広域で取り組む必要が
ある。

採択
（全員）

第
11
号

横田ラプコンの撤 廃を国
に求める意見書の提出を
求める陳情書

自主・平和・民主のための
広範な国民連合・神奈川

代表　原田　章弘

住民の生活と安全・安心を守
るため、米軍が管制権を握る
横田ラプコンを日本政府が撤
廃させ、首都圏の上空の主権
を取り戻し、国内法を適用す
るよう、国に意見書提出を求
めるもの。

― 机上配布

※机上配布：議会運営委員会での協議の結果、審査除外と決定し、所管の常任委員会へ付託しないとしたもの。
※趣旨採択：「願意は理解できるが、実現性の面で確信が持てない」といった場合に採られる決定の方法。

誰でも陳情書や請願（議員の紹介が必要）を議会に提出することができます。詳しくは議会事務局にお問合せください。
６１－４１００（内線２８１）※提出の締め切り（３月例会分）２月４日（月）午後５時まで
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清田文雄

問　

今
年
度
の
想
定
観
覧
者

数
と
現
在
ま
で
の
状
況
は
。

答　

当
初
６
万
５
千
人
を
想

定
し
、
11
月
ま
で
で
４
万
６

１
０
７
人
で
ほ
ぼ
達
成
で
き

る
と
見
込
ん
で
い
る
。

問　

観
光
バ
ス
の
駐
車
が
多

く
見
ら
れ
た
が
、
ツ
ア
ー
の

状
況
は
。

答　

初
年
度
の
秋
の
行
楽
シ

ー
ズ
ン
か
ら
旅
行
会
社
の　

ツ
ア
ー
に
組
み
込
ま
れ
た
。

問　

８
月
に
本
庁
舎
１
階
に

設
置
さ
れ
た
旧
吉
田
茂
邸
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
ル
ー
ム
の
役
割

は
。

答　

職
員
２
名
が
常
駐
、
こ

れ
ま
で
の
業
務
を
総
括
し
、

今
後
の
運
営
方
針
を
定
め
て

い
く
。

問　

民
間
活
力
を
導
入
し
た

運
営
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
。

答　

２
、
３
年
を
め
ど
に
民

間
活
力
の
導
入
を
目
指
し
て

い
た
が
、
現
在
は
指
定
管
理

の
実
現
性
な
ど
に
つ
い
て
調

査
中
で
本
年
度
中
に
見
極
め

が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

問　

旧
吉
田
茂
邸
と
県
立
大

磯
城
山
公
園
と
の
関
連
整
備

に
つ
い
て
、
県
の
パ
ー
ク
Ｐ

Ｆ
Ｉ
の
状
況
は
。

答　

民
間
活
力
を
生
か
し
た

公
園
の
整
備
・
管
理
の
手
法

で
、
大
磯
城
山
公
園
を
含
む

県
立
都
市
公
園
に
お
け
る
活

用
を
図
る
た
め
、
現
在
調
査

を
実
施
し
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
。

　旧吉田茂邸と城山公園
　　　　　　　関連整備は

県の整備・調査に注視

来場者で賑わう旧吉田茂邸

一般質問は、１２月２０日・２１日に９人の議員から２０問ありました。

質問と答弁の内容を要約してお知らせします。
詳細は会議録・ホームページ・ＤＶＤ（図書館貸出）をご利用ください。

【文責は本人】
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二宮加寿子

柴崎　茂

問　

風
疹
の
予
防
対
策
は
。

町
長　

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を

受
け
、
抗
体
を
持
つ
こ
と
が

最
も
有
効
な
予
防
法
で
あ
る
。

問　

妊
娠
中
に
風
疹
に
か
か

る
と
胎
児
の
先
天
性
風
疹
症

候
群
の
発
症
も
危
惧
さ
れ
、

拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
広
域
で

取
り
組
む
必
要
性
が
あ
る
と

考
え
る
。
県
の
取
り
組
み
は
。

答　

平
成
25
年
か
ら
風
疹
撲

滅
作
戦
が
展
開
さ
れ
て
い
て
、

妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
や
パ

ー
ト
ナ
ー
、
抗
体
値
が
低
い

パ
ー
ト
ナ
ー
を
対
象
に
情
報

の
提
供
、
抗
体
の
無
料
検
査

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

町
に
対
し
て
予
防
接
種
費
用

助
成
の
補
助
金
が
交
付
さ
れ

て
い
る
。

問　

大
磯
駅
前
・
大
磯
港
賑

わ
い
交
流
施
設
の
整
備
は
本

当
に
行
う
の
か
。

町
長　

現
在
の
駅
前
広
場
は

歩
道
の
未
整
備
、
車
両
の
混

雑
で
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
生

じ
て
い
る
。
現
在
の
交
通
規

制
に
近
い
案
を
基
調
に
、
関

係
機
関
と
協
議
の
上
必
要
な

修
正
を
行
い
、
安
心
・
安
全

な
大
磯
ら
し
い
駅
前
広
場
の

実
現
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

概
算
費
用
は
４
億
４
千
万
円
。

　

賑
わ
い
交
流
施
設
は
港
周

辺
を
「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
」

と
す
る
こ
と
で
、
町
内
周
遊

の
拠
点
と
し
て
、
人
や
情
報

の
交
流
と
賑
わ
い
創
出
を
図

る
計
画
と
し
た
。
整
備
予
定

額
は
賑
わ
い
交
流
施
設
の
整

　

平
成
30
年
は
非
常
事
態
宣

言
が
さ
れ
、
企
業
等
に
対
し

従
業
員
が
予
防
接
種
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り

の
働
き
か
け
や
、
広
報
誌
、

県
の
た
よ
り
、
ポ
ス
タ
ー
や

チ
ラ
シ
等
で
風
疹
に
関
す
る

情
報
提
供
が
さ
れ
て
い
る
。

問　

予
防
接
種
を
す
る
機
会

が
な
か
っ
た
39
歳
か
ら
56
歳

ま
で
の
男
性
へ
の
国
の
追
加

的
対
策
の
内
容
は

答　

２
０
１
９
年
か
ら
２
０

２
２
年
３
月
ま
で
の
３
年
間
、

抗
体
検
査
の
結
果
、
陰
性
の

方
は
原
則
無
料
で
定
期
接
種

と
し
て
予
防
接
種
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
、

実
施
に
向
け
た
体
制
整
備
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

備
に
３
億
５
千
万
円
。
そ
の

他
、
施
設
管
理
、
備
品
購
入
、

標
識
設
置
な
ど
の
費
用
を
含

め
て
４
億
１
０
６
０
万
円
を

見
込
ん
で
い
る
。

問　

駅
前
整
備
よ
り
も
駅
を

利
用
し
て
い
る
町
民
が
使
い

や
す
い
道
づ
く
り
を
先
に
す

べ
き
だ
し
、
賑
わ
い
交
流
施

設
の
整
備
よ
り
も
太
平
洋
岸

自
転
車
道
で
の
接
触
事
故
を

減
ら
す
よ
う
な
整
備
を
す
べ

き
で
は
な
い
か
。
整
備
に
よ

っ
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
起

こ
る
か
と
い
う
慎
重
さ
が
足

り
て
い
な
い
。
行
政
と
し
て

そ
れ
で
い
い
か
。

町
長　

起
こ
る
影
響
も
当
然

考
え
て
い
る
。
留
意
し
て
や

っ
て
い
く
。

　風疹等感染症
　　　　　の予防対策は

ワクチン接種が有効

　駅前・港整備
　　　影響を考えているか

留意してやっていく

町有地に挟まれた見通しの悪い県道
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奥津勝子

竹内恵美子

問　

近
年
、
地
域
の
実
績
で

目
に
つ
く
の
が
防
犯
カ
メ
ラ

で
あ
る
。
地
域
住
民
を
犯

罪
・
事
故
か
ら
守
る
ツ
ー
ル

に
定
着
し
た
と
思
う
が
、
町

の
設
置
状
況
は
。

答　

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
防
犯

カ
メ
ラ
は
犯
罪
の
抑
止
効
果

を
高
め
る
と
と
も
に
町
内
に
、

犯
罪
・
事
故
の
発
生
時
に
有

効
な
画
像
情
報
を
得
る
こ
と

が
期
待
で
き
る
。
県
で
も
防

犯
カ
メ
ラ
の
有
用
性
と
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
保
護
等
と
の
調
和

を
図
る
た
め
適
切
な
設
置
と

管
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
策
定
し
て
い
る
。
町
の

管
理
で
は
大
磯
駅
前
、
小
田

厚
道
路
の
大
磯
イ
ン
タ
ー
チ

問　

土
地
の
買
収
状
況
は
。

答　

土
地
の
買
収
は
、
不
動

川
改
修
工
事
と
町
道
幹
21
号

線
の
整
備
に
必
要
な
用
地
、

す
べ
て
協
力
い
た
だ
い
た
。

問　

河
川
改
修
の
状
況
は
。

町
長　

既
設
護
岸
が
台
風
被

害
を
受
け
た
た
め
、
護
岸
工

事
を
先
に
、
平
成
31
年
３
月

に
完
成
予
定
。

問　

国
府
橋
の
架
け
替
え
工

事
は
。

答　

神
奈
川
県
に
施
工
し
て

い
た
だ
き
、
町
の
ほ
う
が
県

に
費
用
負
担
し
、
３
年
か
ら

４
年
か
か
る
予
定
。

問　

工
事
は
短
縮
で
き
な
い

の
か
。

答　

渇
水
期
の
11
月
か
ら
３

月
頃
の
工
事
で
集
中
的
に
や

ェ
ン
ジ
付
近
、
夢
の
ち
か
み

ち
、
石
神
台
公
園
等
、
運
動

公
園
の
公
共
空
間
７
カ
所
、

本
庁
舎
、
国
府
支
所
、
消
防

本
部
、
駅
前
の
自
転
車
駐
輪

場
、
障
が
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

す
ば
る
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
さ

ざ
れ
石
、
生
涯
学
習
館
、
図

書
館
、
郷
土
資
料
館
、
旧
吉

田
茂
邸
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
、
幼
稚
園
、
保
育
園
、
小

学
校
等
公
共
施
設
19
カ
所
。

問　

地
域
の
防
犯
活
動
は
。

答　

地
域
、
警
察
、
行
政
が

一
体
と
な
り
展
開
す
る
必
要

が
あ
る
。
29
年
度
か
ら
職
員

が
出
向
き
、
対
策
を
説
明
。

そ
の
他
の
質
問

〇
葬
儀
後
の
窓
口
対
応

る
の
で
期
間
が
か
か
る
。

問　

工
事
中
は
、
車
や
バ
ス

が
通
れ
な
く
な
る
と
思
う
が
。

答　

今
、
バ
ス
会
社
と
う
回

路
を
検
討
中
。

問　

町
民
の
皆
さ
ん
が
不
便

を
感
じ
な
い
よ
う
に
詳
し
い

説
明
を
し
て
ほ
し
い
が
、
町

民
へ
の
周
知
は
。

答　

工
事
着
手
し
た
ら
、
工

事
看
板
、
う
回
路
表
示
、
工

事
中
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
が

で
き
る
よ
う
な
工
夫
を
神
奈

川
県
と
と
も
に
検
討
し
て
い

く
。
ま
た
、
町
と
し
て
も
非

常
に
重
要
な
事
業
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
の
で
、
県
と

と
も
に
一
刻
も
早
い
完
成
に

向
け
て
努
力
し
て
い
く
。

　防犯カメラの
　　　　　設置状況を問う

公共施設など26カ所に

現在工事中の国府橋

駅前のスーパー防犯灯

　国府橋の架け替え工事は
３年から４年かかる
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鈴木たまよ

山田喜一

問　

新
し
い
方
式
で
の
給
食

再
開
に
向
け
現
在
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

る
か
。

教
育
長　

副
町
長
を
会
長
と

し
た
町
職
員
お
よ
び
学
校
関

係
者
で
構
成
さ
れ
た
検
討
会

で
検
討
を
進
め
て
い
る
。
第

２
回
検
討
会
で
は
、
中
学
校

給
食
の
実
施
方
式
は
自
校
方

式
に
絞
り
、
検
討
会
で
出
さ

れ
た
意
見
な
ど
を
整
理
し
、

次
回
検
討
会
で
最
終
的
に
実

施
方
式
を
決
定
す
る
と
い
う

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
の

結
果
を
踏
ま
え
、
教
育
委
員

会
が
中
学
校
給
食
の
実
施
方

式
を
決
定
し
て
い
く
予
定
だ
。

問　

選
択
肢
の
一
つ
で
あ
っ

た
兄
弟
方
式
は
実
施
不
可
と

問　

２
期
８
年
に
わ
た
る
町

政
運
営
の
実
績
を
掲
げ
明
治

記
念
大
磯
邸
園
や
大
磯
港
の

整
備
等
の
政
策
継
続
を
訴
え

た
中
﨑
現
町
長
が
当
選
し
た
。

得
票
率
は
47
％
、
投
票
率
は

41
％
で
過
去
最
低
。
８
年
間

の
中
﨑
町
政
へ
の
厳
し
い
評

価
で
は
な
い
か
。
町
長
の
評

価
は
。

町
長　

多
く
の
方
か
ら
支
援

を
い
た
だ
き
町
長
と
し
て
選

ば
れ
た
。
そ
の
責
任
は
重
大

で
町
民
の
負
託
を
得
た
こ
と

は
結
果
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

責
任
を
感
じ
な
が
ら
今
後
も

し
っ
か
り
と
町
政
を
進
め
る
。

問　

選
挙
結
果
は
町
民
の
本

当
の
声
を
吸
い
上
げ
、
受
け

止
め
て
い
な
い
結
果
で
は
な

さ
れ
検
討
か
ら
除
外
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は

十
分
に
調
査
さ
れ
た
の
か
。

答　

兄
弟
方
式
に
つ
い
て
は

２
階
建
て
に
す
る
案
も
あ
っ

た
が
、
搬
出
ル
ー
ト
の
確
保

や
そ
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
考
え
、

実
施
は
難
し
い
と
し
た
。
自

校
方
式
の
代
替
案
が
他
に
あ

っ
た
と
し
て
も
、
あ
れ
も
こ

れ
も
考
え
る
と
な
る
と
先
に

進
め
な
い
。
ま
た
検
討
会
の

結
論
が
出
る
前
に
影
響
を
与

え
か
ね
な
い
答
弁
は
差
し
控

え
た
い
。
ま
ず
は
検
討
会
の

結
論
を
待
っ
て
ほ
し
い
。

そ
の
他
の
質
問

〇
町
の
重
点
施
策
で
あ
る
、

み
な
と
オ
ア
シ
ス
、
第
四
次

総
合
計
画
、
町
の
観
光
資
源

い
か
。
町
民
の
参
画
と
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
反
省
と
努
力
が
必
要
で
は

な
い
か
。

町
長　

来
年
は
、
耳
を
傾
け

る
と
い
う
よ
う
な
言
葉
を
考

え
て
い
る
。
町
民
の
方
々
の

意
見
を
聞
き
決
断
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

〇
20
分
間
の
給
食
の
あ
り

方
・
食
育
に
つ
い
て
現
場
の

意
見
を
聞
き
原
点
か
ら
見
直

し
が
必
要
で
は

〇
大
磯
港
賑
わ
い
交
流
施
設

は
大
磯
の
活
性
化
の
た
め
に

町
内
業
者
・
町
民
の
奮
起
を

促
す
体
制
づ
く
り
を

〇
明
治
記
念
大
磯
邸
園
は

国
・
県
・
町
の
費
用
分
担
に

厳
し
い
対
応
を

　中学校給食再開の
　　　　　　　進捗状況は

詳細は検討会で検討中

　得票率47％
　　有権者の19％の評価は

負託を得た責任は重大

投票率は41.17％　前回を下回る

第194号　2019/1

13

議
案
審
議

審
議
結
果

一
般
質
問

補
正
予
算

陳
　
　
情

議
会
活
動



鈴木京子

渡辺順子

問　

選
挙
結
果
を
受
け
、
町

民
は
町
政
運
営
に
つ
い
て
何

を
求
め
て
い
る
と
考
え
る
か
。

　

継
続
や
国
・
県
と
の
パ
イ

プ
を
太
く
し
た
結
果
、
咲
か

せ
る
花
は
何
か
。

町
長　

引
き
続
き
町
政
を
任

さ
れ
た
こ
と
は
、
選
挙
結
果

で
あ
る
。

　

投
票
率
が
低
か
っ
た
の
は

権
利
を
持
つ
町
民
の
意
思
が

低
か
っ
た
結
果
で
あ
る
。
結

果
を
尊
重
し
、
取
り
組
み
を

進
め
る
。

　

事
業
の
継
続
で
花
が
咲
き
、

実
を
つ
く
り
、
種
を
ま
く
。

福
祉
、
教
育
に
配
慮
が
足
ら

な
い
、
当
然
、
そ
の
よ
う
な

こ
と
は
な
い
。
継
続
性
と
一

貫
性
を
掲
げ
、
戦
っ
た
結
果
。

問　

町
長
公
約
の
４
つ
の
大

規
模
事
業
の
う
ち
、
明
治
記

念
大
磯
邸
園
事
業
費
の
国
と

地
方
の
負
担
割
合
は
。

答　

ま
だ
決
定
し
て
な
い
が

仮
に
30
億
円
と
し
た
場
合
、

地
方
の
負
担
は
20
億
円
、
そ

の
う
ち
県
か
ら
一
般
財
源
と

し
て
町
に
２
億
円
補
助
。
残

り
の
18
億
円
を
町
が
起
債
、

そ
の
う
ち
４
億
円
が
地
方
交

付
税
措
置
さ
れ
、
残
り
の
14

億
円
を
県
が
分
割
で
町
に
納

付
す
る
。
20
年
間
で
年
間
７

千
万
円
と
利
息
。

問　

大
磯
港
み
な
と
オ
ア
シ

ス
事
業
で
の
町
の
起
債
は
。

答　

１
億
２
千
万
円
で
あ
る
。

問　

駅
前
整
備
の
事
業
費
は
。

答　

４
億
４
千
万
円
で
あ
る
。

問　

有
権
者
の
19
．
４
％
が

町
長
の
名
前
を
書
い
た
。
選

挙
結
果
を
真
摯
に
受
け
止
め

る
と
お
っ
し
ゃ
る
が
、
５
人

に
４
人
の
意
見
を
ど
う
受
け

止
め
る
の
か
。

町
長　

そ
の
禅
問
答
の
よ
う

な
、
詭
弁
の
よ
う
な
論
争
に

対
し
て
は
答
え
る
す
べ
が
な

い
。
選
ば
れ
た
町
長
は
公
約

を
し
っ
か
り
や
っ
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
。
選
ば
れ
た
後

に
こ
れ
を
や
り
ま
せ
ん
よ
、

な
ん
て
言
え
る
訳
は
な
い
。

問　

地
域
の
投
票
率
の
差
異

と
推
移
を
ど
う
考
え
る
か
。

町
長　

地
域
差
の
理
由
は
鈴

木
議
員
の
推
測
で
あ
り
、
数

字
を
推
し
量
り
話
す
の
は
ナ

ン
セ
ン
ス
と
私
は
思
う
。

問　

中
学
校
給
食
は
自
校
方

式
２
校
で
約
５
億
円
と
の
試

算
だ
が
。

答　

未
定
だ
が
何
ら
か
の
形

で
給
食
事
業
は
始
め
る
。

問　

起
債
が
増
え
厳
し
い
状

況
。
町
民
合
意
が
取
れ
て
い

な
い
う
え
事
業
拡
大
が
予
想

さ
れ
る
駅
前
整
備
は
止
め
町

民
生
活
を
優
先
す
べ
き
で
は
。

答　

財
源
確
保
と
歳
出
抑
制

が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
明

治
記
念
大
磯
邸
園
は
、
一
時

的
に
大
規
模
な
借
り
入
れ
が

起
こ
り
、
現
在
約
77
億
円
あ

る
一
般
会
計
の
地
方
債
の
合

計
も
か
な
り
大
規
模
に
な
る
。

財
政
健
全
化
を
視
野
に
財
政

全
般
を
見
直
し
進
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　選挙結果が示す
　　　　　町民要望は何か

選挙は結果　私が町長

　公約実現のための
　　　　　　　財政計画は

起債が増え厳しくなる

一般財源
１０％

県の支援
一般財源
１０％

交付税
措置額
２０％

国補助：１／３～１／２ 町負担：２／３～１／２

地方債
（通常）
５０％

地方債
（財源対策債）

４０％

交付税措置なし
７０％

町負担の財源構成（想定）→

１／２

明治記念大磯邸園
国と地方の負担割合

選挙公報
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し
、
11
月
に
は
寒
川
町
の
議

会
報
告
会
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
の

意
見
を
参
考
に
し
て
、
春
ま

で
に
新
た
な
開
催
方
法
を
決

定
す
る
予
定
で
す
。

　

議
会
報
告
会
を
一
旦
休
止

に
し
た
議
会
は
、
10
月
に

「
議
会
報
告
会
の
あ
り
方
検

討
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

検
討
会
で
は
開
催
方
法
、
開

催
場
所
、
意
見
交
換
な
ど
に

つ
い
て
課
題
を
抽
出
、
整
理

　

野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害
は

農
林
業
に
と
ど
ま
ら
ず
、
生

活
被
害
へ
も
及
ん
で
お
り
、

特
に
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害

は
深
刻
で
あ
る
。

　

町
に
お
い
て
も
鳥
獣
被
害

防
止
計
画
を
作
成
し
、
被
害

防
止
に
関
す
る
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
が
、
イ
ノ
シ
シ

は
繁
殖
力
が
高
く
、
捕
獲
に

よ
る
個
体
数
を
上
回
る
状
況

で
あ
り
、
捕
獲
し
た
イ
ノ
シ

シ
の
処
理
に
か
か
る
労
力
と

費
用
の
負
担
は
多
大
で
あ
る
。

　

一
方
で
捕
獲
し
た
イ
ノ
シ

シ
の
食
肉
等
へ
の
利
活
用
は

食
品
衛
生
法
の
制
約
な
ど
か

ら
進
展
し
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
神
奈
川
県
に
対

し
、
各
自
治
体
の
枠
組
み
を

超
え
た
先
導
的
モ
デ
ル
事
業

と
し
て
、
捕
獲
し
た
イ
ノ
シ

シ
の
保
冷
施
設
の
設
置
と
レ

ン
ダ
リ
ン
グ
事
業
者
と
の
連

携
に
よ
る
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
化

等
の
有
効
活
用
を
進
め
る
よ

う
要
望
す
る
。

　
　

平
成
30
年
12
月
27
日

　
　

提
出
者　

清
田　

文
雄

　
　

賛
成
者　

高
橋　

英
俊

　
　
　
　
　
　

二
宮
加
寿
子

　
　
　
　
　
　

山
田　

喜
一

　
　
　
　
　
　

鈴
木　

京
子

　
　
　
　
　
　

柴
崎　
　

茂

　
　
　
　
　
　

関　
　

威
國

捕
獲
さ
れ
た
イ
ノ
シ
シ
の
有
効
活
用
を

神
奈
川
県
に
求
め
る
意
見
書

新
議
員
の
紹
介
　
　

　

中
﨑
町
政
の
「
給
食
」
や

「
大
磯
港
賑
わ
い
交
流
施

設
」
等
の
大
事
業
の
推
進
が

町
民
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る

か
不
安
を
感
じ
ま
し
た
。
同

時
に
、
町
政
が
議
会
の
議
決

で
決
定
さ
れ
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
議
会
力
の
ア
ッ
プ
が

不
可
欠
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
議
員
経
験
を
生

か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

議
員
に
な
る
ま
で
議
会
や

委
員
会
な
ど
を
傍
聴
し
て
き

ま
し
た
が
、
そ
の
都
度
町
民

と
の
間
に
「
ず
れ
」
の
よ
う

な
も
の
を
感
じ
て
き
ま
し
た
。

　

町
が
抱
え
る
課
題
を
一
町

民
と
し
て
考
え
、
そ
ん
な

「
ず
れ
」
を
町
に
訴
え
調
整

し
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り

に
頑
張
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

11
番　

鈴
木
た
ま
よ

【
所
属
委
員
会
】

　

福
祉
文
教
常
任
委
員
会

　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

10
番　

山
田　

喜
一

【
所
属
委
員
会
】

　

総
務
建
設
常
任
委
員
会

テ ー マ：「笑顔」
議会だより第195号の

表紙を飾りませんか
応募期間：平成3１年３月27日まで受付
※応募上の注意や応募方法は、議会だより第
192号または大磯町議会ホームページでご確認
ください。　　問い合わせ：大磯町議会事務局

寒川町のワールドカフェ方式
による議会報告会

議
会
報
告
会
開
催
に
向
け
て
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行
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大
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町

議
会
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集
／
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会

だ
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編

集
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議
会

だ
よ

り

　

大
磯
で
迎
え
る
７
回
目
の

お
正
月
。
こ
こ
で
生
ま
れ
た

遼
ち
ゃ
ん
、
昨
年
か
ら
こ
い

そ
幼
稚
園
に
通
園
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

遼
ち
ゃ
ん
は
マ
マ
が
嫉
妬

す
る
ほ
ど
パ
パ
が
大
好
き
。

お
休
み
の
日
に
は
パ
パ
の
そ

ば
を
離
れ
な
い
そ
う
で
す
。

こ
の
お
正
月
は
、
遼
ち
ゃ
ん

に
と
っ
て
パ
パ
に
甘
え
る
最

高
の
日
々
に
な
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

九
州
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
、
今
年
は
帰
れ

な
か
っ
た
け
れ
ど
、
３
人
で

元
気
に
お
正
月
を
迎
え
ま
し

た
。

笑
顔
シ
リ
ー
ズ

　
元
旦
の
六
所
神
社

議会スナップ

11月25日　
第67回大磯町民秋季議長杯争奪野球大会

　
議
会
の
う
ご
き

10
月

　

５
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　

11
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会　

　

16
日　

議
会
運
営
委
員
会
／
議
員
全
員
協
議
会

　

22
日　

今
後
の
議
会
報
告
会
の
あ
り
方
検
討
会

　

23
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　

24
日　

総
務
建
設
常
任
委
員
会

　

25
日　

福
祉
文
教
常
任
委
員
会
協
議
会

　

29
日　

福
祉
文
教
常
任
委
員
会
協
議
会

11
月

　

９
日　

総
務
建
設
常
任
委
員
会
協
議
会

　
　
　
　

今
後
の
議
会
報
告
会
の
あ
り
方
検
討
会

　

22
日　

議
員
全
員
協
議
会

　

16
日　

議
会
運
営
委
員
会
／
議
員
全
員
協
議
会

　

24
日　

今
後
の
議
会
報
告
会
の
あ
り
方
検
討
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
寒
川
町
視
察
）

　

30
日　

総
務
建
設
常
任
委
員
会
協
議
会

　
　
　
　

今
後
の
議
会
報
告
会
の
あ
り
方
検
討
会

12
月

　

４
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　

11
日　

議
会
運
営
委
員
会
／
議
員
全
員
協
議
会

　

14
日　

議
員
全
員
協
議
会

　

18
日　

12
月
定
例
会
（
議
案
審
議
等
）

　

19
日　

総
務
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
　

福
祉
文
教
常
任
委
員
会

　

20
日　

12
月
定
例
会
（
一
般
質
問
）

　

21
日　

12
月
定
例
会
（
一
般
質
問
）

　

26
日　

議
員
全
員
協
議
会
／
議
会
運
営
委
員
会

　

27
日　

12
月
定
例
会
（
委
員
長
報
告
等
）

２月２７日 (水)　全会計説明
３月　１日 (金)　総務関係　
　　　４日 (月)　建設関係　
　　　５日 (火)　福祉関係　
　　　７日 (木)　文教関係　

予算特別委員会
　２月１４日 (木)　議案上程等　
　　　２２日 (金)　総括質疑　　
　　　２５日 (月)　一般質問　　
　　　２６日 (火)　一般質問　　
　３月１８日 (月)　委員長報告等

３月定例会
湘南ケーブルテレビ
地上デジタルＳＣＮ101
チャンネルにて放映

生放送９時～、
再放送は19時～

【
発
行
責
任
者
】

議　
　

長　
　

関　
　

威
國

【
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
】

委
員
長　
　

渡
辺　

順
子

副
委
員
長　
　

清
田　

文
雄

委　
　

員　
　

高
橋　

英
俊

　
　
　
　
　
　

奥
津　

勝
子

　
　
　
　
　
　

二
宮
加
寿
子

　
　
　
　
　
　

鈴
木
た
ま
よ

【
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
】

副
議
長　
　

竹
内
恵
美
子

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
日
本
各
地
で
い

ろ
い
ろ
な
災
害
が
起
き
、
大

変
な
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
皇
太
子
さ
ま
の
天

皇
ご
即
位
に
伴
う
改
元
が
行

わ
れ
、
平
成
最
後
の
年
と
な

り
ま
す
。
今
年
こ
そ
、
平
和

で
穏
や
か
な
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
に
と
、
願
わ
ず
に
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
議
会
だ
よ
り
編
集

委
員
会
も
気
持
ち
を
新
た
に
、

さ
ら
に
皆
さ
ま
に
親
し
ま
れ

る
紙
面
を
目
指
し
、
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

【
編
集
後
記
】

　
藤
井
さ
ん
ご
一
家
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